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多目的国際ターミナルの整備により、荷役の効率化が進み、コンテナ貨物利用が増加している。
その他、三菱レイヨン（株）富山事業所は、製品の輸出（アクリル樹脂成形材利用：車のテールランプ
材料、アセテート・トウ：タバコのフィルターなど）を神戸港から伏木富山港に切り替えたことで、陸
上輸送コスト削減により平成14、15年の2年間で2億円余りの経費節減を達成した。
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CATEGORY 1
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ふ　し き と や　ま

ターミナル供用前
H13

ターミナル供用後
H15

ターミナルの
供用開始は
H14

36,296
TEU

46,213
TEU




